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〈概要〉 立命館大学で は，教育改革活動全体を包括的に評価する こ とを目的 とした独自指標 と行

動計画策定の 取 り組み と し て 「教育改革総合指標 ・行動計画 （T。tal　Education　Reform　Indicator：

TERD 」 の 運用 を行 っ てい る．今回，こ れまで の 運用か ら得た知見 と，フ レーム ワークと して 利

用 して い た大学基準協会 「大学基準 」 の大幅改 定を踏 まえた，次期シ ス テ ム構築の 取 り組み に つ

い て発表する．
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1．は じめ に

　立命館大学 の 「教 育改革総 合指標 ・行動計画」

は，教育改革活動を計画策定，進捗管理，評価，

改善の 循環 ，
い わ ゆるPDCAサ イ クル の 中に位置

づ け，適切に実行 して い くこ とを目的に開発さ

れた指標であ り（沖 ， 江原，宮浦，野田 ， 加藤 ：

2009） ，
2007年度 よ り試験 的に運用を 開始 し，

2008年度か ら は オ ン ライ ン シ ス テ ム を 導入 し

た全学的運用を開始 した （宮浦 ：2009）．

　2007年，こ の取 り組みを 開始す るに あた り，

導入の 目的 ・シ ス テ ム の 方向性 と し て ，  学士

課程教育全体を総合的に捉える指標の設定， 

プロ セ ス の 充実が結果 ・成果 につ ながる とい う

考え方の 導入，  各種報告書作成の作業の合理

化 と負担の 軽減，  PDCAマ ネ ジメ ン トサイクル

の 実施   FD活動の一環，  自己点検 ・評価に

加 え て 評 価 の 客 観 化 を 高 め る ，   IR

（lnstitutional　research ）データベ ース の 役

割を果 たす，以上 の 7つ の 視点につ い て ，大学

と して確認がなされた．

　こ れ らをふまえ て 開発 ・運用 され た シ ス テ ム

は 2008年 の 本格運用よ り今日 ま で の 2年間，各

学部研究科 ・教学機関 に おい て，年度末 の 総括

文書作成，事業計画
・事業報告，競争型予算 の

申請 （および査定），認 証 評価 に お け る 自 己点

検 ・評価活動等へ 活用が 図られ て きた．本年度

か らは ，
こ れまで の 運用 か ら得 られ た知見 を取

り人れる こ ととあわせて，外的要 因 としての フ

レ
ー

ム ワ
ー

ク変更に 対応する ため に ，シ ス テム

の 再構成に着手 して い る．

　教育改革総合指標 ・行動計画第2フ ェ
ーズと

位置づけられ る新シ ス テ ム は，学内に おけるニ

ーズと ， シ ス テムを利用す る こ とによ っ て もた

らされる効果，そ して昨今社会的に大学教育に

要求され る機能 との バ ラ ン ス を考慮 し，検討 ・

開発 を行 っ て い る ．

2 ．「大学基準 」 改定 と現行シ ス テム の 見直 し

　 2008年度に導入 し た 「教育改革総合指標 ・行

動計 画 」 に も とつ くオ ン ラ イ ン シ ス テ ム は ，そ

の フ レーム ワー
ク （指標 ・基準策定や行動計画

立案の ための枠組み）を，大学基準協会の第
一

期大学基準の 目次項 目に 依拠 し構成 したこ と

を特徴 としてい る，そ の 際 ， 大学基準が示す点

検評価項 目249項 目か ら教育活動に関係す る項

目の （法 人運営や研究活動を除い た教学領域）

点検 ・評価項 目を抽出 し， そ の 項 目ごとに向 こ

う4年間の行動計画，指標，評価基準等を策定

し，恒常的に効果検証を行うPDCAサイ クル運用

を指向したもので あ っ た．こ の こ とは，先に挙

げた7視点の   に つ い て の対応を重視 した結果

で もあり，認証評価の 受審の 際の 膨大な作業を

日常の 教学 改善活動の 中で 可能な限 り回収し

よ うと意図 した とこ ろに よる．

　2009年 10月，2011年度か ら始まる大学基準協

会による第 二 期の 認証評価に あわせ て ，新大学

基準が同協会 によ り示 された．立命館大学は 第

二 期初年度で ある2011年度に，1司協会に よ る 2

回目 の認証評価の 受審を 控え て い る．

　同協会 の新大学基準は ，従来の 15の 評 価の基

準 （大項 目）を 10項目に集約 ・削減する形で策

定された ．点検 ・評価項 目は 249項目か ら45項
目に削減される こ ととな っ た．網羅 的な点検 ・

評価の 形態か ら，各大学の 自主性 ・自律性がよ

り重視され る形 とな っ た （図1）．
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図 1 大 学 基準 協 会に よ る新評 価基 準 J 評価 項 目

　 　 　 大学基準協 会 （2010） よ リ

　今回 の 改定で
一

つ の特徴 とされるの が，大学

基準協会が他の 認証評価機関に先駆けて 「内部

質保証」に注 目した評価を実施す る こ とを表明

して い る こ とである（大学基準協会 ：2009）．特

に 項目10番目で は，点検 ・評価と情報公開 ・説

明責任 （旧大学基準 14，15項目）を統合 し 「教

育の質を保証 する制度」を基準項 目 として初め

て掲げて い る こ とが注目される．

　さ らに，内部質保証シ ス テムの構築とは ，点

検 ・評価体制 の 単な る充実 で はな く， 「自己点

検 ・評価を生か しなが ら，改革 ・改善を継続的

に 叮能 とす る 自律的な シ ス テ ムを整備する こ

と」 で あると し， 「点検 ・評価の結果を改革 ・

改善に確実に繋げる 」 こ と の 重要性と，そ の た

め の 具 体 的 な計 画 の 必 要性 が 強調 さ れ ，
Plan−Do−Check−Actionサ イ クルが適切 に 機能

し て い る か ど うか を 評 価す る こ と に 同協会は

焦点を当て て い る （大学基準協会 ：2009）．

　以上 の よ うな大幅な 基準 の 変更 へ の 対 応 と

あわせ て ，
2年間 の シ ス テ ム 運用で得られた知

見を反映させるために ，現行シ ス テ ム の 見直 し

を開始 した．

3 ．次期システムの構成理念 ・利用方針

　 「改革 ・改善を継続的に可能 とする自律的な

シ ス テ ム 」すなわち，PDCAサ イクルが適切に 機

能する 「内部質保証 システム」 の ひ とつ として

シ ス テ ム がそ の 役割を 果たす こ とが開発側の

意図で ある．シ ス テ ム の利用を通 じて，立命館

大学 の 教育 の 「質の 向上 」　（improve皿ent ） へ

とっ なげるための ツ
ー

ルの提供である．

　今回，学部 ・研究科等へ の ヒ アリン グなどか

ら，現状シ ス テ ム の 課題整理を行 っ た結果，次

の ような課題 ・ニ ーズが浮上し た．

  入力項 目の多さ と複雑な シ ス テム （多階層）

　 の解消が必要．

  教学改善に 活用 できる根拠資料 （evidence ）

　 や会議資料などが ，簡便に収集 ・保管できる

　 仕組みが必要

  網羅 的な認証評価項 目で はな く，人材育成 目

　 的や教育目標が意識できる仕組みが必要．

  教育目標や根拠資料 （evidence ）の 妥当性に

　 つ い て 認識の均
一

化を図 る 必要がある ．

こ うい っ た指摘を踏 まえ，次期シ ス テム の構成

理念 ・利用方針につ い て次の ように位置づけた．

　まず第一
に 「学部 ・

研究科の人材育成目標達

成を主眼と し た各種教育活動の PDCAサイ クル

検証の ための シ ス テム」で ある こ とを明確に し

た．こ の こ とで，従来の フ レ
ー

ム ワ
ー

クとして

大学基準協会の 認証評価項 目 に依拠 した網羅

的な入力方針を改め，多階層，多入力の 解消と，
「人材育成 目的」

一 「教 育 目標 」
一 「教育目標

を達成するための具 体的行動」の関係性の可視

化する ため の ツ
ール とい う方向性 の 確認 で あ

り，教育 目標 と行動計画 の 体系性 ・整合性 を意

識する こ とが可能 となる （図 2−1，2−2）．次期

シ ス テ ム の フ レーム ワーク と して 、「上位目的」

一 「目的 」
一 「行動目標」 とい うツ リー構造を

採用 し た が，こ の 構造は私立大学連盟 自己改革

推進プ ロ グ ラ ム に おけ る PDCAサイ クル 運用研

修の 内容を参考に構成した．

段攤 易

婁

弱 翻 課 煢 覧：禽 鍋 瞳
・
管鵜雛懺

爭6　聖鼕購　靴

覗
冫ζ滯鄲 ｝tJ．1”i「9／．晦L31謡 暇無 運i顰

・叫 　　　　串ww

Fet『　“　聖顛再黙留ご　羚唇

／ttPt9　葺　 宰翰之　　tt魅 吟
「
　　　 駕 尠訣　   げ解vr／　 ∈協 r　 　

．了　．’｝、tt一崔島t5
げ
　　 匡　 　tA

瞭τgr ’ が上麟翫甘拷醗ζ勢黒舮“変一tt一働；tノ／eT 繍くべ．tth’n ｝卜贄缶娵哩・貯戯那醤隈
　 稷彊lt騰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳬夢膨毘欝　　　　　　評弱駈畢
　 tt ／・tv．　 ・　　泊　辱レ　．剪ま 「1．　 一．广　κtζ気季 1婚費亦’M ’tt ，　　　S　．・¢篤砿醜置rF　 二転　　’レt，麟va　　　．　ぐうv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A：　かぽむヨぎまだ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／tl ，・t二ltntW　 二鴇匸こ沁

　
tttS

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
lt　t・・−tlee・t’　 ビ ffSサが り　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：f广　　 醗 期
；　 ミ」「’‡卑孥，・聖ぼレ《昌茅蠱・酔搖　tttt、L−ty ：^」渦・ト、艦簿・tt，o畆恋 

　 vefi．oo．．t’）貯　置 受
’
二彰較 鄭贈隠 t

．｝｛・1L／t／tt門囑．

　 t》、・，　TI　．ウ．tΨt．　T露「　囁．−t’x夢を丁 　　」覧再　．’t　ti

　
’「’

ttt’．pett　 i加龍殺鰐 ⊇〃「繭广ゴ∴lil・tt匸1、∵iげ
　 、 厂t／辷虫こ・．でアt／：＃tt藍儔嵐F4 ひ／：／tt｝じ ゆ1る亀｝腕宝毒航ξ働 藩　　

’
　 r　 ttJホt一節，…　 ／t壌」　  ^ 罩試 ttt旨　り，　げ厂一　fitt　1　ピ1塚跨 醒

　 弓　て　厂　，　广・・E」hi”t1’　「《訂　　φvat・、獄厂ゲ 　　六　Xt．
概 …

図2−1　人材育成目的と教育目標の 検証
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　また，教育目標そ の もの の 達成度や，人材育

成 目的 との体系性 ， 整合性，妥当性等を検証す

るために，評価指標 ・基準の設定を行 う仕組み

を設けてい る．

　教育目標を達成するため の具体的行動に つ

い ては ， 学部 ・研究科で 行われ て い るすべ て の

教育活動を網羅 的に記 載 して い く こ とは現実

的では なく，教育目標を達成するための 「重点

行動計画」 に つ い て記載し，それらを中心に検

証を行 っ て い くこ とと した．

　重点行動計画の フ ォ
ーム で は，行動目標，行

動期間，評価指標，評価墓準 ，進行状態欄等に ，

取組み の 内容を適宜入力して ，教学改善 の 進捗

管 理 を行 っ て い く （図 3）．

図2−2　教育 目標 に対応する 「重点行動 目標」

　 および教育 目標との 関連性を示 す一覧表

　第 二 に，各種会議資料・根拠資料（evidence ）

等の データベ ー
ス と し て機能させ る こ とを 明

確に した．学部 ・研究科等の教授会資料や各委

員会等 の 資料を保管 ・閲覧す る ため の保管庫 と

して ，次期シ ス テ ム と連結する文書管理 シ ス テ

ムを活用す る．立命館大学で は ，全学規模で の

文書管理 の シ ス テ ム化が現在進行 し て お り，そ

の シ ス テ ム と の シ ーム レ ス な接合 によ っ て 対

応す る こ と を予定 し て い る．恒常的 に 蓄積 して

データベ ース 化された教授会等の資料は，行動

計 画 の 計 画立案や点検等で ，参考資料 ・根拠資

料としての利用を想定 して い る．また，自己点

検・評価報告書の作成の際に提出が求め られ る

根拠資料 （evidence ）の保管庫 として も活用す

る．

4 ．今後の課題

　PDCAサイクルを適切に機能させ る ため の 要

点として ，目的設定の妥当性 と，評価のため の

指標 ・基準の 適 切性がある．次期シ ス テムが有

効に機能するため には，こ の 2点の 質を高め る

こ とが不可欠 とな る．ただ し，システ ムはあく

ま で ，その 策定や検証プロ セ ス の効率化や可視

化を図るため の ツ ール で あ り，「手段の 目的化」

は避けな けれ ばな らな い ．特に，評価の ための

指標 ・基準につ い て は，定量的，定性的両側面

からの アプロ
ーチは必須 で あ り，各々 に 適切な

も の を設定で き るか ど うか が成功の 鍵とな る ．

そ こ で，シ ス テ ム 開発 と平 行 して，学内 の 教育

活動 の 成果を挙証する ため の 指標例開発 に も

取 り組 ん で い る（宮浦 ，山田 ，烏居，青山 ：2010）．

　また，PDCAサイ クル 蓮用 に つ い て も ， 大学，
および大学教育の 特性 とい うものに十分 に配

慮 したもの で ある必要がある，年度ごとの PDCA

サイクルが意識しづら い ケ
ー

ス も指摘されて

お り，シ ス テ ム と し て も柔 軟に対応可能 なもの

としなければな らな い 。

　次期 システムが 日常 的に使用され 効果を発

揮するため に，ユ ーザビリテ ィ の 追求 とあわせ

て，内部質保証 シ ス テム構築の
一

環 と し て の こ

の 取 り組み の重要性に つ い て認 識 を共有 して

い くこ とが不可欠で ある ．
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